






要旨:近年、川崎病急性期に 1G～2g/kg/dayX1day を投与するγーグロプリン大量一括投与

か行われる様になり、その有用性か報告されている。1993 年 1 月から 1996 年 12 月まで

に当施設に入院し、γ-グロプリン大量投与を行い、lgG の血清濃度を記録し得た 18 例(一

括投与 5 例、分割投与 13 例) について血清 lgG 濃度の推移から、急性期川崎病の冶療に

一括投与と分割投与のどちらがより有効な投与法であるかを検討した。 その結果、冠動

脈障害(CAL)の出現を予想させ得る体温、CRP、好中球数などの異常高値をより良く抑制す

るのは一括投与の方であった。経過中の血清 lgG 濃度は一括投与の方が分割投与より高値

を示した。この事が、急性期川崎病の所見をより良く改善させる事と関連するものと思わ

れた。


